
別紙1 事業所として災害時に必要な準備対策一覧表

分類 重要度 対策  チェック

◎ 
施設の耐震性を調査している（特に昭和56年以前の古い耐震基準
で建てられ耐震補強がなされていない施設）

◎ 耐震性が低い場合、施設の耐震補強工事を実施済み

◎ 窓ガラスに飛散防止フィルムを貼つけしている

備品 ◎ 
家具や機器などの転倒防止、照明器具などの落下防止対策を実
施している

要員 ◎ 避難方法を定めるとともに、避難経路図を作成し、掲示している

◎ 災害対策組織を定め、役割を決めている

◎ 緊急参集の対象者を決め、各自に周知している

◎ 災害発生後の対応手順を準備している

 ○ パソコン等の転倒防止、落下防止等の耐震対策を実施している

○ 重要データのバックアップを作成し、別の場所に保管している

○ 重要なデータは常に印字し、紙データで保管している

○
重要な書類や重要なものをすぐに持ち出せるようにまとめて保管し
ている

 通信  ○  災害時優先電話の指定を受ける。

◎ 職員の連絡先を把握し、緊急連絡先一覧を作成している

◎ 職員や利用者の安否確認方法を定めている

◎ 利用者家族との連絡方法を定めている

◎ 外部業者、関係機関の連絡先リストを作成している

備蓄品   ◎  
備蓄品の必要量を計算し、常時保有している
⇒ 別表2を参照のこと

情報   ◎  利用者情報（介護内容、家族の連絡先等）の一覧を作成している

外部業者 ○ 災害時の必要な備品について支援協定を締結している

その他  ◎  非常時持ち出し袋を準備している

 ◎ 職員不足時の応援要員を確保している

○ 応援要員が作業できるようなマニュアルを作成している

○ 自法人の別拠点に業務を移行できるようにしている

○ 他法人と被災時に施設を利用させてもらうことを協議している

情報シス
テム

◎
重要なデータのバックアップ方法（対象、頻度、保管方法など）を定
め、実施している

外部業者 ○ 複数の調達先を把握している

電気 ◎ 非常用電源として発電機を準備している

通信 ○ 衛星電話を準備している

水道 ○ 災害時用貯水槽を準備している

◎  大規模地震発生時の対応方法を職員に教育している

○ 職員に防災についての意識づけを行っている

◎
避難訓練、消火訓練、防災資器材の使用訓練などを定期的に実
施している

設備 ◎ 防災設備・資機材についての定期的な安全点検を実施している

備蓄品 ◎ 備蓄品の数量、消費期限などを定期的に確認している

◎ 財務上の手当（保険、基金など）を準備している

○ 復旧のために必要な資金を調達する方法を調査している

その他 ◎ 近隣地域への支援活動を定め、必要なものを準備している
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すでに準備できている項目には○、今は準備していないが今後準備が必要と思われる
項目には△、準備の必要がないと思われる項目には×をしてください。
(※ Ｈ24福祉事業所に事業継続計画策定ガイドラインを引用　一部変更）
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